



















昭和 41 年 1 月 27 日















材料は庖肺35例を対照として主に高年者肺 22 例， 新生児肺多数を用いた口 X線回折法には肺を
Sandius の方法に従って乾燥粉末として用いた。装置は detector として scintil1ation counter を
仙えた Philips 社製X線回折装置を使用した。定性分析は quartz， talc， αーcrystoballite， pyrophi-
1lite, kaolin 等の粉塵がそれぞれ一定回折角において回折線を描いていくことより分析を行なった。




定性分析では， quartz， αーcrystoballite， talc, pyrophi11ite, kaolin, mica, baehmite, dickite, haemati-
te 等を分析し，これらが大部分の塵肺例に混在するのを認めた。定量分析では quartz 4.0~587.9 
mg/g dry lung weight, talc 32.4-500.0 mg/g dry lung weight の値を得た。 なお，対照例
18例中12例に quartz 13.0-35.9 mg/g dry lung weight の含有をみた。腰原量は 16.8~106.9 
mg/5cm3 の値を示し，各種粉塵別の平均値は silicosis 58.9, talcosis 45.8, asbestosis 49.2 mg/ 
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5cm3 であった。 Silicosis における硝子化結節は混在する他の粉塵の増加に伴って不整形，軟化，空
洞形成が著しくなり，偏光物質は結節l仔に少量認めた。結節の大きさは O.5mm-4mm が大部分で，
quartz 量;の増加に伴い大きいものが多くなる。 α-crysto bal1i te による塵肺例を見い出し， quartz 
によるものと同様な硝子化結節，偏光物質を認めた。 talc， pyrophil1ite よりなる塵肺例では不規則






rtz 量は Rivers (化学的方法)等の値より高く Vorwald (X線回折法)の値に近いものを示してい
る。珪症結節の軟化については種々な論があるが， Wätjen の説の如く他の粉塵特に talc， pyrophiｭ
llite 等の壊死傾向の強いものの混在により発生するものと思う。珪症結節の大きさは佐野等の報告
に比すると 4mm 以上のものは少なく， O.5mm 以下の硝子化結節は多数認めた。 4mm 以上の結節
については更に検索を加えたし '0 粉j聖職歴のない例の珪症性変化については報告をみるが，著者も 18
例中12例に粉鹿の含有をみ，都市生活者と大気汚染，結核，肺癌の関係の一つを示すものと思う。
talc による厘肺発生には quartz 等の他の粉塵の混在，珪酸等にその fibrogenesis を求めているが，
著者の症例よりみると大量の talc により壊死を伴う広範な線維化が起り得るとれわれる。又 asbe­
stos body 類似小体をみた事は石綿肺の診断に更に検=ーすを加える必要があると思う。粉塵の種類と線
維化を結晶構造上よりみると，四国体構造をとる quartz， α-crystoballite は硝子結節を形成し，層














分析に用いた計数管による X線回折法は，化学的方法では測定不能であった αーcrystobalite 珪酸
塩等の分析も容易に行ない，又従来の写真法とも異なり粉屈を肺内に存在する状態で測定するもので
あるから精度の高い結果が得られた。
本学塵肺剖検例35例，対照22例について行なった結果，quartz， α-Crystobalite， talc, Kaolin, mica, 
pyrophi11ite, baehmite, dickite, haematite 等を明りように分析し得，実験的にはその発生が考えら
れた αーcrystobalite による塵肺もみい出された。定量分析では quartz 4.0--587.9 mgjg.dry.lung. 
weight, talc 32.4-500.0mgjg.dry lung weight の値を得た。又対照とした都市生活者22例にも高率
に quartz の含有をみたことは，大気汚染，結核，肺癌との関係の一つを示すものと思われる口
腹原量測定において従来 asbestosis に腰原量の増加が著しいといわれたが silicosis (58.9 mgj5 
cm3) Asbestosis (49.2) Talcosis (45.0) の値を得，組織像からみても当然の結果が得られたと思
われる口
これら結果と病理組織所見とを比較研究し，珪症結節の軟化，不整化および粉塵の結品構造上の相
違と線維化について知見を得，新らしい塵肺の分類を試みた口
本研究は，塵肺症の実体を始めて明らかにし，塵肺症の病理学的研究，塵肺発生の研究また大気汚
染等の公衆衛生学上にも多大の貢献をなすものと考える。
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